




































































































































図２　J,I 選手の結果 図３　S,K 選手の結果
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○１R IMRE Laszlo (HUN) 62,62
○２R MONTORO-GIMENEZ Pabio-Manuei (ESP) 57,61,62





○１R　HAPUTHANTHRI Dinuk (SRI) 61,60
×２R　WACHIRAMANOWONG Kittiphong(THA) 62,67(8),46
○１Ｒ　FLORES Luis/RODRIGUEZ Bruno(MEX) 64,26,1210
×２R　COCHRANE-D-M-A/COORIE-E-M(GBR)57,26









































































































図 6 現在のナショナルチーム構想図 
関西国際大学研究紀要　第13号
238－　　－
注２）インターミッテントテスト：間欠的な無酸素パワーの持久的能力を測定するテスト。体重の7.5％の負
荷で５秒間の最大努力で自転車エルゴメーターを行い，20秒の休憩を挟みながら10回繰り返す。
注３）フューチャーズとは，	世界男子テニスツアーはATP（Association	of	tennis	professionals:以下ATP
と記載）という組織によって管理されており「チャレンジャー」，「フューチャーズ」とは，その下部組
織のことである。
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